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EBH(Evidence Based 
H l h C ) の時代到来ea t  are
ウソ
Florence Nightingale（1820-1910）
Florence Nightingale at the keyboard
Kathryn J. Hannah et.al : Introduction to Nursing Informatics, Springer, p30,1994.
Florence Nightingale の功績 
戦地の陸軍病院における
死亡原因別にみた死亡した兵士の数の分析
戦傷よりも院内での病気に起因する死亡が多い！
感染症による死亡
病院の衛生状態の改善により死亡数が
大きく減少する
EBMの意味は？
中 略
Evidence based medicine is the conscientious     , 
explicit, and judicious use of current best 
id i ki d i i b t thev ence n ma ng ec s ons a ou  e care 
of individual patients.
EB* は 意思決定支援モデル
A model for evidence-based clinical decisions (adapted from Haynes et al.6).
DiCenso A et al. Evid Based Nurs 1998;1:38-39
Alba DiCenso Nicky Cullum Donna Ciliska：Implementing evidence-based
©1998 by BMJ Publishing Group Ltd and RCN Publishing Company Ltd
 ,  ,    
nursing: some misconceptions, Evid Based Nurs 1998;1:38-39
意思決定支援となるものは？
データ
解釈なしに客観的に示される個々の存在（もの）
情 報
解釈され，整理され，構造化されたデータ
（判断を下したり行動を起こしたりするために必要）
知 識
相互の関係が明らかにされ 多くの人に認められ，
るように統合された情報
意思決定支援となるものは？
デ タ 情報 知識 関係性ー ・ ・ の
（太田ら編：看護情報学 p24 医学書院より）
内
容
の
複
雑
さ
情報
知識
データ
相互作用や相関関係の高まり
情報検索の技法とツール
ネ トワ クシステムをッ ー
最大に活用する
ググって コピペ！！，
看護師・看護学生が行っている
情報検索 技法の とツール
どうしていいかわからない
何が疑問かもわからない
ド無理やりキーワー を作り出す
「検索しましたが，ありませんでした」
「私の疑問は新しい発想なんだ！」
***に関する研究は，ほとんど見当たらない
現在の情報検索システムの矛盾
自分が何を探そうとしているのか
説明できない人に対して
探すためのキーワードを
要求する！！
ザが誘導されるよう辞書を充実させる（統制語など）ユー
文献情報の発生と流通
図書
中野正孝：系統看護学講座 基礎8 情報科学、医学書院、2004.
検索システムにおけるユーザビリティ
学 書大 図 館のWebサイトは使いやすいのか？
意外にも・・・
構成をユーザーが知っていないと使いにくい
大学図書館蔵書数ランキング
1. 東京大学
2. 京都大学
3 日本大学.
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慶應義塾 学5. 大
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8 北海道大学.
9. 神戸大学
大阪大学10.
大学ランキング.net
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ユーザの立場からのWebサイト設計
ユーザビリティコンサルタント 坂巻 玲奈 http://www.bebit.co.jp/memo/2006/10/post_43.html
・字が小さい
・どのような分類なのか，
説明文や内訳を示す
電子化されていない情報をどうやって
入手するのか？
・その場に行った人・参加した人しか入手できない
・その場限りで，もともと本人しか持っていない
科研などの外部資金の獲得状況や成果
・関係者しか持っていない
学会発表（口演資料や示説資料）
博士論文・修士論文の公開
卒業研究（抄録・本論文・示説資料）
講義資料
関係各機関との共同プ ジ クトによる成果ロ ェ
情報を入手することは お得なこと，
電 どう され る子カルテは やって活用 てい のか
DBとしての活用
高額のワープロ化？？？
デ タ 分析に対する認識
自分たちの行った看護や診療を評価するために、電子カルテから患者情報を引き出して統計的な
ー の
年 齢
※各属性に占めるカテゴリーの割合を示した
分析をしてみたいと思うか
看護師(n=1645) 医師(n=38)
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図書館情報・リポジトリに
期待すること
• 学術情報の発信源としての図書館
• Webサイトの充実
• バーチャル図書館の実現
看護学における知の体系化•
• 看護学における学術情報の電子化
• 機関リポジトリによるオープンアクセス
